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導入の設計
次のトピックを確認して、導入を設計してください。

UCアプリケーションの計画
はじめる前に

Cisco Business Edition 7000サーバがラックに取り付けられ、電源およびデータネットワークに
接続されていることを確認します。手順については、サーバに付属する『Quick Start Guide for
Cisco Business Edition』を参照してください。次の場所からコピーをダウンロードすることもで
きます。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/business-edition-7000/
products-installation-guides-list.html

インストールを開始する前に、インストールするUCアプリケーションを計画してください。

インストールに使用できるUCアプリケーションとBusiness Editionコラボレーション導入の設
計方法については、次のサイトを参照してください。

•『Cisco Business Edition 6000 and Cisco Business Edition 7000 Co-residency Policy
Requirements』：このドキュメントは、CiscoBusiness Edition 7000システムへのインストー
ルに使用できるシスコの仮想アプリケーションと、BusinessEditionサーバでこれらのアプ
リケーションおよびサードパーティ製アプリケーションを実行するために満たす必要があ

る条件について説明します。

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/business-edition-7000/
products-implementation-design-guides-list.html
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•『Unified Communications in a Virtualized Environment』：このWebサイトでは、Cisco
Collaboration Virtualizationアプリケーションと、導入の設計方法について説明します。

http://www.cisco.com/go/virtualized-collaboration

•『Preferred Architecture Guides for Enterprise』：推奨アーキテクチャのドキュメントとCVD
ガイドによって、コラボレーションおよび音声導入の規範的なエンドツーエンドのソリュー

ションを提示します。設計概要では、製品の基本知識と推奨アーキテクチャでの各製品の

役割を示します。これには、高レベルのベストプラクティスが含まれます。CVDガイド
では、推奨アーキテクチャの実装を合理化するのに役立つより詳しい設計と導入の推奨事

項を示します。

http://www.cisco.com/go/pa

• Enterprise Collaboration CVD Guidesは、Cisco Business Edition 7000に構築されたコラボレー
ションソリューションに関する詳細な設計と詳細な導入情報を提供します。これらのCVD
は、推奨アーキテクチャの中核的な推奨事項に基づいており、場合によっては、追加のソ

リューション設計を推奨アーキテクチャに対する拡張または代替として提案します。

http://www.cisco.com/go/pa

•『Business Edition 7000 Software Load Summary』：プリロードサマリードキュメントは、
サーバのデータストアにプリロードされている ISOファイルと OVAファイルについて説
明しています。

http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/business-edition-7000/
%20products-release-notes-list.html

必要なネットワーク情報の収集

アプライアンスの設定
インストールを開始する前に、次のトピックを確認してください。

仮想化ソフトウェアおよびアプリケーションソフトウェアのインス

トール

このセクションでは、プリロードを使用して、BusinessEdition 7000に仮想化ソフトウェアおよ
びアプリケーションソフトウェアをインストールするために実行する必要があるタスクについ

て説明します。

データストアにプリロードされているファイルタイプ

Cisco Business Editionサーバは、事前設定された仮想マシンに加えて、指定されたコラボレー
ションアプリケーションソフトウェアがデータストアにプリロードされた状態で発送されま

す。アプリケーションインストール用のファイルタイプの内訳を次に示します。

Cisco Business Edition 7000H/Mのインストール
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• ISOファイル：ISOファイルは、アプリケーションインストールファイルを含むDVDイ
メージです（たとえば、

Bootable_UCSInstall_UCOS_12.5.1.10000-22.sgn.iso）。

UCアプリケーションの ISOファイルは、そのアプリケーションの OVAファイルにアプ
リケーションソフトウェアが含まれていない場合にのみ存在します。

• OVAファイル：各 UCアプリケーションには、仮想マシンをパッケージ化して導入する
ために使用されるOpenVirtualizationArchive（OVA）ファイルがあります。Business Edition
サーバの OVAには 2つのタイプがあります。

•一部の OVA (cucm_12.5_vmv13_v1.0.ovaなど)は、VMを定義するテンプレートです
が、アプリケーションソフトウェアは含まれていません。これらのアプリケーション

については、関連する ISOファイルがデータストアに含まれています（たとえば、
Bootable_UCSInstall_UCOS_12.5.1.10000-22.sgn.iso）。インストールでは、OVAテンプ
レートを導入し、関連する ISOファイルを使用してソフトウェアをインストールする
必要があります。

•他の OVAファイルでは、VMを定義し、アプリケーションソフトウェアを含まれま
す (たとえば、Bootable-CiscoPagingServer_12.5.1.ova)。これらのアプリケーションにつ
いては、ISOファイルがありません。OVAファイルを使用して VMを導入し、ソフ
トウェアをインストールできます。

サーバのデータストアにプリロードされている ISOおよび OVAファイルについては、サーバ
のプリロードサマリー（http://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/
%20business-edition-7000/products-release-notes-list.html [英語]）を参照してください。

シスコは OVA-ISOディレクトリをローカルにアーカイブすることを推奨します。ハードウェ
ア障害が発生した場合、代替ハードウェアにはプリロードが含まれていません。プリロードソ

フトウェアが削除されたり、上書きされたり、失われたりした場合は、プリロードソフトウェ

アを手動でリビルドする必要があります。工場出荷時のデフォルトの機能への復元はサポート

されていません。

（注）

Cisco Business Edition 7000H/Mのインストールタスクフロー

Cisco Business Edition 7000サーバにソフトウェアをインストールするには、次のタスクを実行
します。

手順

目的コマンドまたはアクション

Business Edition 7000サーバの CIMCを
設定します。

Cisco Integrated Management Controllerの
設定（4ページ）

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

アプライアンスに事前インストールされ

ているVMware vSphere ESXiソフトウェ
アを設定します。

仮想化ソフトウェアのRemote Accessの
カスタマイズ（6ページ）仮想化ソフ
トウェアのRemote Accessのカスタマイ
ズ（6ページ）

ステップ 2

不要な事前展開 VMを削除します。未使用または不要な仮想マシンの削除

（11ページ）
ステップ 3

Cisco Integrated Management Controllerの設定

Cisco IntegratedManagementController（CIMC）は、CiscoUCSアプライアンス用の管理インター
フェイスです。CIMCはアプライアンス内で実行し、Webまたは SSHコマンドラインアクセ
スにより、アプライアンスのリモート管理、設定、およびモニタリングを可能にします。

カスタマイズおよび事前設定された導入で Business Edition 7000アプライアンスの CIMCを設
定するには、次のタスクを完了します。

Cisco Integrated Management Controllerを設定するには、次のタスクを完了します。

手順

目的コマンドまたはアクション

電源オンと CIMCの初期設定（4ペー
ジ）

ステップ 1

CIMC設定の完了（5ページ）ステップ 2

電源オンと CIMCの初期設定

次の手順を実行して、アプライアンスの電源をオンにして、Cisco IntegratedManagementController
（CIMC）の基本的な設定を開始します。

始める前に

『クイックスタートガイド』の説明に従って、Business Edition 7000サーバアプライアンスが
ラックに取り付けられ、電源装置に接続され、データネットワークに接続されていること、お

よびモニタとキーボードがサーバアプライアンスに接続されていることを確認します。

手順

ステップ 1 電源が接続され、電源ボタン LEDがオレンジ色になっていることを確認します。

ステップ 2 アプライアンスの電源ボタンを押して、ボタンが緑色に変わるのを確認します。

ステップ 3 モニターで起動プロセスを監視します。

ステップ 4 青いシスコロゴが表示されたら、F8キーを押して CIMC設定ダイアログを表示します。

Cisco Business Edition 7000H/Mのインストール
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図 1 : CIMCブート画面で F8キーを押す

ステップ 5 プロンプトが表示されたら、ユーザ名 adminを入力し、新しいパスワードを作成します。

ステップ 6 CIMC設定画面で、次の詳細情報を入力します。

• CIMCのIPアドレス
•サブネットマスク（Subnet mask）
•ゲートウェイIPアドレス

図 2 : CIMCの IPアドレスの詳細情報を入力する

ステップ 7 完了したら、F10キーを押して変更を保存し、システムをブートします。

CIMC設定の完了

CIMCインターフェイスの DNSと NTPの設定を行うには、次の手順を使用します。

始める前に

サーバの電源をオンにしてCisco IntegratedManagement Controller（CIMC）の基本的な設定を開
始します。

Cisco Business Edition 7000H/Mのインストール
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手順

ステップ 1 Webブラウザで、CIMCの IPアドレスを入力し、前のタスクで作成したユーザ名 adminとパス

ワードを使用してログインします。

ステップ 2 左側のメニューから [Admin]タブを選択し、[Network]をクリックします。

ステップ 3 メイン画面で、[Network Settings]タブを選択します。

ステップ 4 [Common Properties]で、[Hostname]の設定を CIMCのホスト名に変更します。

ステップ 5 [IPv4 Properties]で、[Preferred DNS Server]を DNSサーバに指定した IPアドレスに変更しま
す。

ステップ 6 メイン画面で、[NTP Settings]タブを選択します。

ステップ 7 [ANATの有効化（Enable NTP）]チェックボックスを選択します。

ステップ 8 [Server 1]フィールドに NTPサーバの IPアドレスを入力します。

ステップ 9 ページの右下隅にある [Save Changes]を選択します。

VMware vSphere Hypervisorの設定

VMware vSphere Hypervisorを設定するには、次のタスクを完了します。

手順

目的コマンドまたはアクション

VMware vSphere Hypervisorの Remote
Accessのカスタマイズ

ステップ 1

VMware vSphere Hypervisorのアクセス
および設定

ステップ 2

仮想化ソフトウェアの Remote Accessのカスタマイズ

VMware vSphere ESXiをカスタマイズして、VMware Embedded Host Clientを使用した PCから
のリモートアクセスを有効にするには、次の手順に従います。

ESXi 7.0を搭載した BE7000アプライアンスは、vmfs6で構築されています。ESXi 6.5を搭載
した BE7000アプライアンスは、vmfs5で構築されています。vmfsのバージョンを変更する場
合は、アプリケーションのサポートを確認して、アプライアンスを再構築する必要がありま

す。

（注）
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手順

ステップ 1 ハイパーバイザが起動されると、次の図に示すように、ESXi Direct Consoleのユーザインター
フェイスがモニタ上に表示されます。

図 3 : ESXiのロード後のコンソール画面

ステップ 2 F2キーを押して、次の図に示すような [System Customization]メニューに入ります。

図 4 : ESXiシステムカスタマイズメニュー

デフォルトのユーザ名は root、デフォルトのパスワードは c!SCo123です。

Cisco Business Edition 7000H/Mのインストール
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ステップ 3 ログイン後、デフォルトのパスワードを変更する必要があります。[パスワードの設定（Configure
Password）]を選択してパスワードを変更します。

アプリケーションが事前導入されている場合は、5に進みます。

ステップ 4 固定 IPアドレスを割り当てるには、[管理ネットワークの設定（Configure Management
Network）]メニューを選択し、画面の指示に従って「[IPの設定]」を変更します。

図 5 : ESXiホストへの固定 IPアドレスの割り当て

ステップ 5 PCをデータネットワークに接続し、新しいハイパーバイザの IPアドレスにアクセスします。

Cisco Business Edition 7000H/Mのインストール
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図 6 :ハイパーバイザのWelcomeページ

仮想化ソフトウェアのアクセスと設定

一部の Business Editionアプリケーションでは、ホストで有効な時間を参照する必要がありま
す。次の手順に従って、ESXiホストにアクセスし、NTPを設定し、NICチーミング機能を使
用してネットワークインターフェイスカード（NIC）の耐障害性を設定し、プリインストール
されたアプリケーションを表示し、データストアを参照して、プリロードされたコラボレー

ションアプリケーションソフトウェアを確認します。

手順

ステップ 1 「https://[ESXI-HOST-IP-Address]/ui/」を参照して、VMware EmbeddedHost Clientにアクセスし
ます。

図 7 : VMware Embedded Host Clientを使用して仮想化ソフトウェアにアクセス

ステップ 2 以前に設定したログインクレデンシャルを使用します。
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ステップ 3 引用符で囲まれた時点で選択されている場合、BE 7000アプライアンスには、Cisco Business
Edition Embedded Virtualization Basic Plusの Collaboration Embedded OEMライセンスが出荷時に
組み込まれます。このライセンスを使用する場合は、すぐに使用することができます。このラ

イセンスの再アップロードまたはバージョンのアップグレードを行う場合は、次の手順に従っ

てください。

a) Cisco Business Edition Embedded Virtualizationライセンスのライセンスシリアル番号が含ま
れているライセンスのドキュメントを見つけ出します。インストールを行う場合、ライセ

ンスシリアル番号は、アプライアンスに付属して発行されています。バージョンアップグ

レードの場合は、ライセンスシリアル番号は、cisco.comの「MyCiscoEntitlements (MCE)」
から出荷されます。

b) [管理（Manage）] > [ライセンス（License）] > [ライセンスの割り当て（Assign License）]
に移動します。

c) ライセンスシリアル番号を入力するか、ライセンスドキュメントからコピーして貼り付
けます。

d) [ライセンスのチェック（Check License）]をクリックして、ライセンスキーを検証しま
す。

「組み込み仮想化ライセンスは、汎用の vSphere ESXiライセンスまたはパートナー
アクティベーションコード (PAC)と同じようには機能しません。これらは 2-CPUに
ハードコーディング、事前統合され、myvmware.comから分割または拡張できません。
これらは、VMwareパートナーアクティベーションコード (PAC)でも、シスコ製品
認証キー (PAK)でもありません。これらは事前にアクティブ化され、myvmware.com
または cisco.comで登録またはアクティベーションはありません。vCenterによるイン
ストール、vCenterでのライセンスプーリング、または vCenter機能はサポートされ
ていません。

詳細については、「付録」を参照してください。

（注）

ステップ 4 [NTP設定の構成（Configure NTP Settings）]：

a) [管理（Manage）] > [システム（System）] > [日付と時刻（Time & date）]に移動します。

b) [設定の編集（Edit settings）]をクリックして、[時間設定の編集（Edit time configuration）]
画面を立ち上げます。

c) [このホストの日付と時刻を手動で設定する（Manually configure the date and time on this
host）]チェックボックスをオンにします。

d) 時間を更新します。
e) [ネットワークタイムプロトコルを使用する（NTPクライアントを有効にする）（Use

Network Time Protocol（enable NTP client））]チェックボックスをオンにします。

f) [NTPサービススタートアップポリシー（NTP service startup policy）]ドロップダウンか
ら、[ホストで開始および停止（Start and stop with host）]を選択します。

g) [NTPサーバ（NTP servers）]にNTPサーバの IPアドレスを入力します。複数のNTPサー
バを追加する場合は、NTPサーバの IPアドレスをコンマで区切って入力します。

h) [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 5 （任意）VMwareの NICチーミング機能を使用して、耐障害性を設定します。

Cisco Business Edition 7000H/Mのインストール
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a) [ネットワーキング（Networking）] > [管理ネットワーク（Management Network）]に移動
します。

b) [設定の編集（Edit settings）]をクリックして、[ポートグループの編集：管理ネットワー
ク（Edit port group- Management Network）]を立ち上げます。

c) [ポートグループの編集：管理ネットワーク（Edit port group- Management Network）]画面
で、名前、VLANID、仮想スイッチを入力します。

d) NICチーミングを導入し、必要な詳細を入力します。
e) [保存（Save）]をクリックして、接続されている NICをデータネットワークに追加しま
す。

デフォルトでは、ハイパーバイザで有効な NICは 1つだけで、vmnic0として識別さ
れます。

（注）

ステップ 6 データストアを参照します。

a) [ストレージ（Storage）] > [データストア（Datastore）]に移動して、Business Editionアプ
ライアンスのデータストアのリストを表示します。

b) datastore1を選択します。
c) [データストアブラウザ（Datastore browser）]をクリックします。プリロードコラボレー
ション仮想マシンおよびプリロードソフトウェアを表示できます。

データストアの作成中は、VMFS5ファイルタイプを選択する必要があります。（注）

図 8 :プリロードコラボレーション仮想マシンおよびプリロードソフトウェアをデータストアで参照

ステップ 7 （オプション）シスコは OVA-ISOディレクトリをローカルにアーカイブすることを推奨しま
す。アプライアンスに障害が発生した場合、代替ハードウェアにはプリロードコンテンツは含

まれません。

未使用または不要な仮想マシンの削除

次のようなシナリオで、未使用または不要なプリロードファイルを削除して、ディスク領域を

解放したり、後続のインストールのためのスペースを確保したりすることができます。

Cisco Business Edition 7000H/Mのインストール
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•既存のプリロードアプリケーションよりも新しいアプリケーションバージョンまたはパッ
チレベルを導入する場合。

•特定のプリロードアプリケーションとそのファイルを実行しない場合。

手順

ステップ 1 VMware Embedded Host Clientにログインします。

図 9 :使用していない VMの削除

ステップ 2 [仮想マシン（Virtual Machines）]を導入して、削除する仮想マシンを見つけます。

ステップ 3 VMに緑の三角形が付いている場合は、アイコンを右クリックして [電源（Power）] > [電源オ
フ（Power Off）]を選択します。
VMの電源がオフになると、緑色の矢印が消えます。

ステップ 4 VMを右クリックして、[削除（Delete）]を選択します。

ステップ 5 削除する仮想マシンごとに、この手順を繰り返します。

アプリケーションのセットアップ
Cisco Business Edition 7000アプライアンス上でアプリケーションを設定するには、次のタスク
を実行します。

Cisco Business Edition 7000H/Mのインストール
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手順

目的コマンドまたはアクション

インストールする各UCアプリケーショ
ンの仮想マシン OVAを導入します。

仮想マシン OVAの導入（14ページ）ステップ 1

Business Edition 7000の展開にCiscoUnity
Connectionが含まれている場合は、Unity
ConnectionVMをカスタマイズします。

CiscoUnity Connection用の仮想マシンの
カスタマイズ（15ページ）

ステップ 2

ISOファイルを必要とする UCアプリ
ケーションをインストールする場合は、

アプリケーション ISOファイルと仮想
マシンの関連付け（16ページ）

ステップ 3

ISOファイルをアプリケーションVMに
マウントします。

ISOインストールファイルを
使用するアプリケーションの

リストについては、アプライ

アンスのプリロードサマリー

を参照してください。

（注）

オンプレミスの場合、HTTPのデフォル
トは8090、HTTPSのデフォルトは8181で

ゼロタッチインストールを使用したUC
アプリケーションのインストール（17
ページ）

ステップ 4

す。ゼロタッチインストールを使用し

て、次のコアUCアプリケーションをイ
ンストールします。

• Cisco Unified Communications
Manager

• IM and Presence Service

• Cisco Unity Connection

• Cisco Unified Contact Center Express

必要な場合は、これらのアプ

リケーションに手動インス

トールを使用することもでき

ます。

（注）

残りの UCアプリケーションをインス
トールするには、手動のインタラクティ

ブなプロセスを使用します。

UCアプリケーションの手動インストー
ル（21ページ）

ステップ 5
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仮想マシン OVAの導入
実行するアプリケーションごとに、いずれかのプリロードされた仮想マシン OVAファイルが
必要です。新しいバージョンを優先する場合は、既存のバージョンを削除することをお勧めし

ます。

プリロードされたアプリケーションに応じて、OVAには次のいずれかのアプリケーションが
含まれています。

•完全にインストールされて実行準備ができているアプリケーション

•部分的にインストールされているアプリケーション

•空の仮想マシン用の VM設定

詳細については、リリースノートのプリロードファイルの概要（http://www.cisco.com/c/en/us/
support/unified-communications/business-edition-7000/products-release-notes-list.html [英語]）を参照
してください。

空の仮想マシンが含まれている OVAテンプレートファイルは数秒で導入できますが、部分的
または完全にインストールされたアプリケーションが含まれている大きい OVAファイルの導
入には時間がかかる場合があります。

（注）

アプライアンスと組み込み仮想化ライセンスが適切に動作することを確認し、ESXiの Cisco
UCS固有のイメージを使用して ESXi 6.5 U2以降を実行していることを確認します。

注意

手順

ステップ 1 VMware Embedded Host Clientで、[仮想マシン（Virtual Machines）]に移動します。

ステップ 2 [仮想マシン（Virtual machines）]を右クリックして、[VMの作成/登録（Create/Register VM）]
を選択します。

ステップ 3 作成タイプの選択として、[OVFまたはOVAファイルから仮想マシンを導入（Deploy a virtual
machine from an OVF or OVA file）]を選択します。

ステップ 4 仮想マシンに意味のある名前を指定します。

ステップ 5 PC上でソースのOVAテンプレートファイルを参照し、選択します。アプリケーションとファ
イル名のマッピングについては、データストアの OVA-ISOディレクトリにある、または
https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/business-edition-7000/
products-release-notes-list.htmlからダウンロードした『Build Summary PDF』を参照してくださ
い。

ステップ 6 構成ファイルとディスクファイルを格納するデータストアを選択します。

ステップ 7 導入オプションを選択します。

Cisco Business Edition 7000H/Mのインストール
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ステップ 8 ライセンス契約書に同意するように求められた場合は、引き続き [Next]をクリックします。

ステップ 9 導入オプションを選択します。

ステップ 10 [Disk Format]を指定するように求められた場合は、[Thick Provision Lazy Zero]を指定します。

ステップ 11 ウィザードを終了する前に設定の選択を確認します。

ステップ 12 [次へ（Next）]をクリックします。

ステップ 13 次のタスクに進む前に、すべての UCアプリケーションの VMを導入します。

システムに Cisco Unity Connectionが含まれている場合は、Cisco Unity Connectionの仮想マシン

をカスタマイズします。そうでない場合は、アプリケーション ISOファイルと仮想マシンの関

連付けします。

Cisco Unity Connection用の仮想マシンのカスタマイズ
カスタマイズされたインストールでは、次の手順を使用して、最適なパフォーマンスを確保す

るように Cisco Unity Connection仮想マシンの設定を行います。

事前設定

始める前に

カスタマイズされたインストールでは、次の手順を使用して、最適なパフォーマンスを確保す

るように Cisco Unity Connection仮想マシンの設定を行います。仮想マシン OVAの導入（14
ページ）

手順

ステップ 1 VMware Embedded Host Clientで、[仮想マシン（Virtual Machines）]に移動します。

ステップ 2 [Unity Connection]エントリを右クリックして、[設定の編集（Edit Settings）]を選択します。

ステップ 3 Unity Connection、ユニファイドメッセージング、または統合メッセージングを使用する場合
は、次の手順を実行します。

a) [仮想ハードウェア（Virtual Hardware）]タブを選択します。

b) [CPU]メニューを選択して、[ソケット当たりのコア（Cores per Sockets）]の数を [2]に設
定します。

c) [予約（Reservation）]タブで、予約を [5.06 MHz]に増やします。

詳細については、https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/voice_ip_comm/connection/12x/supported_
platforms/b_12xcucspl.htmlを参照してください。

Cisco Business Edition 7000H/Mのインストール
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アプリケーション ISOファイルと仮想マシンの関連付け
次のいずれかの部分的にインストールされているアプリケーションが含まれるスキップインス

トール OVAを導入している場合は、この手順をスキップします。

• Cisco Unified Communications Manager

• IM and Presence Service

• Cisco Unity Connection

• Cisco Unified Contact Center Express

• Cisco Emergency Responder

実行準備ができている完全にインストールされたアプリケーションが含まれる OVAを導入し
た場合は、この手順をスキップします。

空の仮想マシンの VM設定のみが含まれる他のすべての OVAファイルの場合は、この手順を
使用して、インストールを完了するために使用される ISOインストールファイルを関連付け
ます。

アプライアンスのインストールファイルの最新のリストについては、アプライアンスのプリ

ロードサマリーを参照してください。この資料は、データストアの OVA-ISOディレクトリま
たはhttps://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/business-edition-7000/
products-release-notes-list.htmlにあります。[英語]。

（注）

手順

ステップ 1 VMware Embedded Host Clientで、UCアプリケーション仮想マシンを選択します。

ステップ 2 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 3 [仮想ハードウェア（Virtual Hardware）]タブで、[CD/DVDドライブ 1（CD/DVD Drive 1）]
を選択します。

ステップ 4 [CD/DVDドライブ 1（CD/DVD Drive 1）]ドロップダウンリストから、[データストア ISO
ファイル（Datastore ISO File）]を選択します。

ステップ 5 データストアを参照して、アプリケーション ISOファイルを見つけます。

ステップ 6 ファイルを選択して、[選択（Select）]をクリックします。

ステップ 7 [CD/DVDドライブ 1（CD/DVD Drive 1）]で、[ステータス（Status）]にある [電源オン時に接
続（Connect at power on）]チェックボックスをオンにします。

ステップ 8 ISOファイルを含むインストール対象のアプリケーションごとに、この手順を繰り返します。

Cisco Business Edition 7000H/Mのインストール
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ゼロタッチインストールを使用したUCアプリケーションのインストー
ル

ゼロタッチインストールを使用すると、インストールプロセスの実行中にシステムと対話す

ることなく、複数のUCアプリケーションと、アプリケーションの仮想マシンをさまざまなホ
スト（必要な場合）に同時にインストールすることができます。ゼロタッチインストールで

は、システムを準備する必要がありますが、特に複数のアプリケーションをインストールする

場合に時間を節約できます。インストールするアプリケーションが 1つまたは 2つだけの場合
は、次のセクションに示す手動の手順を実行することもできます。

ゼロタッチインストールを使用して、次のアプリケーションをインストールします。

• Cisco Unified Communications Manager

• IM and Presence Service

• Cisco Unity Connection

• Cisco Unified Contact Center Express

• Cisco Prime Collaboration Deployment

手順

目的コマンドまたはアクション

UCアプリケーションのアンサーファイ
ル（AFGファイル）を生成します。

応答ファイルの生成（17ページ）ステップ 1

AFGファイルを使用して仮想フロッピー
イメージを作成します。

仮想フロッピーイメージの作成（18
ページ）

ステップ 2

仮想フロッピーイメージをデータスト

アにアップロードします。

仮想フロッピーイメージのデータスト

アへのアップロード（19ページ）
ステップ 3

個々の仮想フロッピーを対応するUCア
プリケーションVMにマウントします。

仮想マシンでの仮想フロッピーのマウン

トとブートオプションの設定（20ペー
ジ）

ステップ 4

UCアプリケーションのゼロタッチイン
ストールを実行します。インストールを

同時に実行することを推奨します。

ゼロタッチインストールの実行（20
ページ）

ステップ 5

応答ファイルの生成

UCアプリケーションのゼロタッチインストール用のアンサーファイルを生成するには、次の
手順を使用します。
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ファイルが混在しないように、アプリケーションごとに生成されたファイルを保存するフォル

ダ（たとえば、UCM、IMP、CUC、CCX）を作成することを推奨します。
ヒント

手順

ステップ 1 オンラインの応答ファイルジェネレータ（www.cisco.com web cuc_afg）にアクセスします。

ステップ 2 [製品（Product）]ドロップダウンメニューから、対応する応答ファイルを生成するUCアプリ
ケーションを選択します。

ステップ 3 インストールするバージョンを選択します。

ステップ 4 アプライアンスに設定するインストールの詳細情報を残りのフィールドに入力します。たとえ
ば、パスワード、IPアドレッシング、DNS設定などの項目を割り当てることができます。

ステップ 5 [応答ファイルの生成（Generate Answer Files）]をクリックして、その UCアプリケーション
の platformConfig.xmlファイルを生成します。
各 UCアプリケーションによって platformConfig.xmlファイルが生成されます。Cisco
Unified Communications Managerでは、clusterConfig.xmlファイルも生成されます。

ステップ 6 次のようにして、生成されたアンサーファイルを保存します。

• Cisco Unified Communications Managerについては、platformConfig.xmlおよび
clusterConfig.xmlファイルを UCMフォルダに保存します。

•その他のUCアプリケーションについては、platformConfig.xmlファイルを対応する
アプリケーションフォルダに保存します。

ステップ 7 ゼロタッチインストールを使用するUCアプリケーションごとに、これらの手順を繰り返しま
す。

仮想フロッピーイメージの作成

アンサーファイルから仮想フロッピーイメージを作成するには、次の手順を使用します。仮

想フロッピーイメージはゼロタッチインストールで使用します。

.flpファイルの推奨命名規則に従うことを推奨します。ヒント

始める前に

1. Winimageを使用して仮想フロッピーイメージを作成できます。Winimageは
http://www.winimage.com/download.htmからダウンロードできます。その他のツール（BFI
など）を使用して仮想フロッピーイメージを作成することもできます。

2. 応答ファイルの生成（17ページ）
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手順

ステップ 1 Winimageで、[ファイル（File）] > [新規（New）]を選択します。

ステップ 2 [標準形式（Standard format）]から、[1.44 MB]を選択して、[OK]をクリックします。

ステップ 3 UCアプリケーションの platformConfig.xmlファイルをWinimageウィンドウにドラッグ
します。

ステップ 4 Winimageにファイルを挿入するように求められたら、[Yes]をクリックします。

ステップ 5 CiscoUnified CommunicationsManagerのみ。clusterConfig.xmlファイルを [Winimage]ウィ
ンドウにドラッグします。

ステップ 6 [File] > [Save as]を選択します。

ステップ 7 次の命名規則を使用して、ファイルを仮想フロッピーイメージ（.flpファイル）として保存し
ます。

• Cisco Unified Communications Manager：ucm.flp
• IM and Presenceサービス：imp.flp
• Cisco Unity Connection：cuc.flp
• Cisco Unified Contact Center Express：ccx.flp

ステップ 8 ゼロタッチインストールを使用するUCアプリケーションごとに、この手順を繰り返します。

仮想フロッピーイメージのデータストアへのアップロード

仮想フロッピーイメージをデータストアにアップロードするには、次の手順を使用します。

始める前に

仮想フロッピーイメージの作成

手順

ステップ 1 VMware Embedded Host Clientを開始します。

ステップ 2 [ストレージ（Storage）]を選択します。

ステップ 3 データストアを右クリックして、データストアを参照します。

ステップ 4 アップロード先のディレクトリに移動して、[アップロード（Upload）]アイコンをクリックし
ます。

ステップ 5 vFloppyイメージを AFGフォルダにアップロードします。

ステップ 6 [アップロード/ダウンロード（Upload/Download）]の警告で、[はい（Yes）]をクリックしま
す。

ステップ 7 [データストアブラウザ（Datastore Browser）]ウィンドウを閉じます。
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仮想マシンでの仮想フロッピーのマウントとブートオプションの設定

UCアプリケーションの仮想フロッピーイメージを対応するVMにマウントするには、次の手
順を使用します。

事前導入 VMはすでに設定されているため、このステップは事前導入 VMでは不要です。（注）

始める前に

仮想フロッピーイメージのデータストアへのアップロード

手順

ステップ 1 VMware Embedded Host Clientで、UCアプリケーション仮想マシンを選択します。

ステップ 2 [仮想マシン（Virtual Machine）]を選択します。

ステップ 3 [編集（Edit）]をクリックします。

ステップ 4 [仮想ハードウェア（Virtual Hardware）]タブで、[フロッピードライブ（Floppy drive）]を
選択します。

ステップ 5 [既存のフロッピーイメージを使用（Use existing floppy image）]を選択します。

ステップ 6 データストアを参照して、仮想フロッピーイメージを見つけます。

ステップ 7 ファイルを選択して [OK]をクリックします。

ステップ 8 [ステータス（Status）]から、[電源オン時に接続（Connect at power on）]オプションを有効
にします。

ステップ 9 [VMオプション（VM Options）]タブをクリックします。[ブートオプション（Boot Options）]
から、[強制的に BIOSに移行（Force BIOS setup）]チェックボックスをオンにしてから、[保
存（Save）]をクリックします。

ステップ 10 ゼロタッチインストールを実行するUCアプリケーションごとに、この手順を繰り返します。

ゼロタッチインストールの実行

仮想フロッピードライブをアプリケーション VMにマウントしたら、ゼロタッチインストー
ルプロセスを実行します。すべてのゼロタッチインストールを同時に実行することをお勧め

します。

VMが事前導入されている場合は、ステップ 6のみを実行する必要があります。（注）
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手順

ステップ 1 VMware Embedded Host Clientで、VMを右クリックして、[コンソール（Console）] > [新しい
ウィンドウでコンソールを開く（Open console in new window）]を選択します。
コンソールウィンドウが開きます。

ステップ 2 コンソールツールバーの [電源オン（Power On）]アイコンをクリックして、仮想マシンの電
源をオンにします。

ステップ 3 BIOS画面が表示されたら、次のブート順序を設定します。
a) CD-ROM
b) Hard Drive
c) Removable Devices
d) Network

ステップ 4 設定を保存してコンソールを終了します。
UCアプリケーションのインストールがすぐに開始されます。

ステップ 5 インストールする UCアプリケーションごとに、これらの手順を繰り返します。

ステップ 6 インストールが完了したら、仮想マシンから vFloppyの設定を削除します。

UCアプリケーションの手動インストール
ゼロタッチインストールオプションがないUCアプリケーション（Cisco Emergency Responder
など）をインタラクティブなインストールプロセスに従ってインストールするには、次の手順

を使用します。

手順

ステップ 1 vSphere Clientで、インストールするアプリケーションの VMの電源をオンにします。

ステップ 2 VMを右クリックして、[コンソール（Console）] > [新しいウィンドウでコンソールを開く
（Open console in new window）]を選択します。
コンソールウィンドウが表示されます。

ステップ 3 画面のプロンプトに従って、コンソールからアプリケーションをインストールします。

ステップ 4 手動の方法を使用して Cisco Unified Communications Managerと IM and Presenceサービスの両方
をインストールする場合は、Cisco Unified Communications Managerパブリッシャノードのイン
ストールを完了した後で、次の手順を実行します。

a) VMware Embedded Hostコンソールから、Cisco Unified Communications Manager CLIにログ
インします。

b) set network cluster subscriber dynamic-cluster-configuration 24コマンドを実行しま

す。

c) IMandPresenceまたはサブスクライバ仮想マシンのVMwareEmbeddedHostコンソールウィ
ンドウを開きます。
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d) 仮想マシンの電源をオンにします。
e) アプリケーションの設定情報を入力して、インストールを完了します。

ステップ 5 インストールする UCアプリケーションごとに、この手順を繰り返します。
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